　凸レンズの像（ぞう）

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

凸レンズと光源の距離を変えたときの像を作図しよう
凸レンズでつくる像

◎凸レンズが厚紙の上につくる像は　　凸レンズ　～　光源　　の距離によって変わる。


・像が小さいとき

焦点距離の（　　　　倍）より（　近い　・　遠い　）とき

・像が同じ大きさの時
焦点距離の（　　　　倍）のとき


・像が大きいとき

焦点距離の（　　　　倍）より（　近い　・　遠い　）とき

矢印の絵と，凸レンズをいろいろな距離で見てみよう

· 右の矢印の絵に，凸レンズをくっつけた状態から，ゆっくり離してみよう。その時，次のような矢印（像）はどの順にみえるか，実験をして並べ変えよう。

Ａ　同じ向きで拡大された矢印が見えるとき
Ｂ　完全に矢印がぼやけるとき





←矢印
Ｃ　逆の大きい矢印が見えるとき
Ｄ　逆の同じ大きさの矢印が見えるとき
Ｅ　逆の小さい矢印が見えるとき

　（　　　　　　　　　

　　　　　）の順
上のＡからＥの見え方を矢印（光源）の見え方で調べよう

◎作図のお約束：
0. 光は，矢印からいろいろな方向に出ている。　（　＝照明の光が　　　　　　　している）
1. 矢印から出る光のうち，レンズに垂直に入った光①は，必ず焦点を通る
2. 矢印から出る光のうち，レンズの中心を通る光②は，そのまま直進する。
3. 像は光①と光②の交わる点と光軸の間にできる。（光が集まったところにできる）
☆Ｅの場合（逆の小さい矢印）
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◎この約束によってできた像が目に入ると，矢印が見える。
◎プリント左側のＢ～Ｅの像を作図する練習をしよう（実は光①の線はもう引いてある）
☆Ｅの場合（逆さまの小さい矢印）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　小さい実像　）ができる
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☆Ｄの場合（逆さまの同じ大きさの矢印）　　　　　　　　　　　　　　　　　（　同じ大きさの実像　）ができる
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☆Ｃの場合（逆さまの大きい矢印）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　大きい実像　）ができる
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☆Ｂの場合（完全にぼやけるとき）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　像は（　　できない　　）
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☆Ａの場合（拡大された矢印が見えるとき）
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（　大きい虚像　）ができる
光源が　凸レンズの　焦点より　遠いと　実像　、近いと　虚像　　ができる
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